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バ イ オに おける中小企業の産官学連携の

…取 り組み …　　 技術を形 に す る

　　　　　　　　　　　　　　　　エ イ ブル   　石 川 陽
一

　 バ イオの 研究に は 高度，しか も高価で多様な設備，生

物 に関す る多方面 の 知見，長 い 開発期 間とそ の 間 の 資金

力などが必要で あ る．製品化に 至 っ て は リス ク ， 生 産設

備，行政 との 関係，資金，人的資源 な どの 異なる大きな

ハ ー ドル が あ り， ど こ か ら見 て も中小企業 の 活躍分野 で

は な い よ うに 見 え る．実際，こ れ らの こ とが バ イ オ へ の

ベ ン チ ャ
ー

進 出を阻ん で い ると思 われ る，現在 ， 大 学発

の 技術が産業に結びつ く例は少な く， 各 TLO で は苦戦 を

しい られ て い るの が現状 で ある．そ の 間題点と打開 の 仕

方 に つ い て 私見を述べ る，

1．大学発の技術を企業に移転する問題 点

（1）技術オ リエ ン テ ッ ド　　商品開発 の テ
ー

マ は市場 オ

リエ ン テ ッ ドが基本 で ある，と こ ろが 大学の 先生は市場

との 接触が少 なく，研究テ
ー

マ が技術オ リエ ン テ ッ ドに

な りが ちで あ る，

（2）秘密保持と特許　　大学では発表する こ と が 一
つ の

義務 で あ り， また 学生 が 研究 の 役割を果 た して い る，そ

こ で秘密保持 を結ぶ こ とは難 しい ．し か し，大学の本来

の 役割を考え る と守秘義務を課す べ き で はな い と思 う，

守秘義務を課す より早急に特許 を出願す べ きで ある と考

える，

（3）製 品化の土壌 …　 技術 と市場規模 　 技 術 や 構 想

が で き て も形 に しな い と商 品にな らな い 例 が 多 くある．

技術移転 を受け る企業が技術に理解が あ っ て も商品化技

術 が優れ て い るとは限 らな い ．ま た 折角 ， 価値 の ある技

術でも市場 の 大 き さが企業の 規模 と適合 しな い と商品化

を断念せ ざる を得な い こ ともある．

（4）人材の流動化 　　大学の 研 究室 で 研究 して い て も商

品 はできな い ．一
つ の 商品を仕上 げるには，時には泥臭

い 現場 に身を投 じ る覚悟が必要 で ある．

2．問題 点を解決する方法

　 こ れ らの 問題 を解決 して 大学 で の 研究 を企業化す る近

道 の
一

つ は，企業発 の 研究テ
ー

マ や技術を利用する こ と

で ある．すな わ ち，企業の 技術を大学で 肉付け し て 企業

に 戻す こ とが大切で あろ う．また，ベ ン チ ャ
ーを起業 し

て も，企業は
一

つ の 商品では継続できない ，企業 と初め

か ら利益も リス クも分け合 うこ とを考えた方が賢明で は

な い だろ うか ．

3．当社の 産学連携の 取り組み

　当社は培養装置の製造が本業で あるが，他の テ ーマ も

多方面 の 産官学 と連携を組ん で 開発 を行 っ て い る．最近

一年の 成果を表 1に 紹介する．

表 L 産 官学連携 に よる主な成果

研究開発項 目 ・導入 品 パ ートナー 主 な内容

・深海 生物槽 海 洋科学技 術セ ン ター ・高圧 低温 下で 飼育す る装置

・動物細胞三 次元高密度培養装置 慈恵 医 科大学，南 カ リ ・ラジア ル フ ロ
ー

型バ イ オ リ ア ク タ
ー

（肝細胞 な ど 108！ml 個）
フ ォ ル ニ ア 大学，国立 感 ・安全性評価，薬 物動態，薬理 な どへの 利用

染症研 究所 など

・納 豆発 酵管理 装置 納 豆メ
ー

カ
ー，東京 都食 ・納 豆の 固体発 酵 管理用 （酸素 ， 品温お よび ア ン モ ニ ア 〉モ ニ ター

品技術セ ン ターな ど

・血 管壁 細胞 モ デル ヤ マ ト科学，東大先 端研 ・平 滑筋細 胞 と 内 皮細 胞 を 混合培 養 し，平滑筋側 と 内皮側 の 酸 素濃度の 差 を

作 り，さ ら に 流れ の ス トレ ス を 与 え る こ とに よ っ て モ デル を 作 製

・BOD 計 王子 計測機器，セ ン トラ ・
微生物 を 固定化 し，オ ン ライ ン で BOD を計 測

ル 科学

・SNPs解析 装置 パ イ ロ シ ーケ ン シ ン グ杜 ・SNP 付近 に プ ライ マ ーを 付 け，一
塩基ず つ 伸長 させ て 配 列 を読む

・光 るネズ ミ

・ウェ
ーブ培養 装置

ジェ ノ ジ ェ ン社製

ウェ
ーブパ イオ テ ッ ク社

・
ル シ フ ェ ラーゼ遺伝 子 を組 み込 んだ 細胞 をマ ウス に移植 し，生 き たまま体

内の ル シ フ ェ ラ
ーゼ発 光を CCD で捉 え，ガ ン の 転移 や抗 ガ ン 剤 の 効果 を追跡

・滅菌 済み の バ ッ クに培養液 を張 り，振 とう しなが ら動 物細胞 を培 養
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当社で は 産官学の 連携を積極的に行 うと同時に，異業種

交流会 「エ イブル 交流会」 を独 自に毎月開催し て 交流の

場 を作 っ て い る．

　終わ りに ，産官学の 連携で 大切 なこ とは 「技術を形に

する」 こ とを強調 し た い ．

ド
−”　　　　　　　　　　　　　　　コゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　ぼ　　ア　

　
”
1

1横浜国立大学大学院工 学研究院 …
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

i一 イ ン キ ュ ベ ー
シ ョ ン へ の 道程 1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L
L−　　　　　　一一一　　　　　　一一t．＿一一＿　　ttt　−一一一一一一一一一一一一一　　　　　　一　　　　　」

横浜 国立大学大学院工学研究院　小泉淳一

　横浜国立大学大学院工学研究院
］｝
は，1920 年に発足 し

た横浜高等工業学校 （1944 年，横浜 工業専門学校に改名 ）

を前身と して い る．1949 年 の 新制大学 の 発足以来，長 く

横浜国立大学工 学部として親 しまれて きた，工学部の 教

育研究組織を母体に，2001 年 4 月 よ り，教育組織 と研究

組織に分離 して 発足 し た フ ァ カ ル テ ィ
ー

である，本研究

院で は ，教職員は 工 学研究院に 所属 し，学生 は 工学部 と

工 学府 （大学院）に 所属 し て い る．そ し て ，教育と研究

の 分野 で それぞれ の ク ロ ス オーバ ー
を容易 に す るこ とに

よ り，新時代の 教育と研究に対応で きる ように設計 され

て い る．

　 こ こ で は，こ うした大学の 組織形成 とそ こ で の 諸活動

の 中か ら，学生 に対する起業モ チベ ーシ ョ ン の 育成 とそ

の 支援に つ い て ，当研究室 の 大学院学生 の 場合を例 に 紹

介 した い ．

　現在，ほ とん どの 大学 に 産官学連携の 共同研究を支援

す るため の 施設 が設置 されて い るなか で ，本学 で は 1991

年に ，
エ ン ジ ニ ア リン グ ・ホ ス ピ タル を掲げ ， 共同研 究

推進セ ン タ
ー 2｝が 設置 され た．また，こ の セ ン タ

ー
が中

心 とな り，2000 年 12 月 に 設 立 し た 「よ こ はまテ ィ
ー

エ

ル オー  」
9・） （よ こ は ま TLO と略）は ，2001年4 月に 17

番 目の 承認 TLO として 承認 されて い る，そ して，よ こ は

まTLO の 設立 と同時に，卒業生を中核と し た，よ こ はま

大学ベ ン チ ャ
ーク ラブ （YUVEC ）

4）が組織され た．

　 こ の ，よ こ は ま TLO とYUVEC お よび 学内 の 教職員 と

が協力 し，学生 の起業モ チ ベ ーシ ョ ン 育成プ ロ グラム を

実施 して い る ．そ の
一

つ と して ，「新技術と起業」が 工 学

府学生全体に 対する共通科 目と し て準備され，よ こ は ま

TLO とYUVEC メ ン バ ーの 協力を得 て，（1）ハ イ テ ク と起

業，（2）起業 とキ ャ ピ タル 問題，（3）起業と知的所有権，（4）

起業 と社会的責任，（5）起業の 実践が解説 され，さ らに こ

れ らを基に，ビ ジネ ス ア イデ ア またはそれ の 核 とな るで

写 真 1．平成 13年度 「新技術 と起 業」 最優秀賞

あ ろ う技術 シ
ーズ を研 究 して い る とい う学生 に つ い て

は，（6）ビ ジネ ス モ デル 作成 と発表が，それ以外 につ い て

は （6
’
）起業家訪問 ， 訪 問 レ ポー

ト作成，お よび成果発表

が課 され て い る．そ して ， それぞれ の 発表に対 して 評価

が 下 され ，
ビ ジ ネ ス プ ラン の 部お よび企業訪 問 レ ポー

ト

の 部で最優秀賞が 選 ばれ顕彰 されて い る （写真 1）．

　さ らに ， 川崎市産業振興財 団が昨年か ら開催す る こ と

となっ た 「大学発 ビ ジネス プラン
・

コ ン ペ か わ さき2001」
5｝

に応募 し，「技術 シ
ーズ 部門 」 と 「ビ ジ ネ ス アイデア 部

門」 で 本学の 大学院生 2 名が最優秀賞を射止 め る こ とが

で きた ．6）

　最優秀賞受賞 の 学生 の
一

人 は，今年 よ り経済産業省 の

補助事業と し て始ま っ た ILCC 米国イ ノ ベ ーテ ィ ブ起業

家養成プ ロ グ ラ ム に 採択 され ，マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ州ボ ス

トン の College　of 　Business　Administration，　 North・east −

ern 　University7）で の 研修の 機会が与えられた．

　す べ て が動 き出 したばか りの 事 々 で あ る が，これ か ら

の 日本 の 産業 に貢献す る新 しい 起業家マ イ ン ドを持 っ た

学生 を，バ イオ で の シ
ーズ 技術研究 を通 して，これ か ら

も育成 して い くつ もりで あ る．

1） http：〃www ．ynu，acjp ／html／index，html

　 http：〃www ．dnj．ynu ．acjp ／ENG 加 n＿in／index，html
2） http：〃www ．crd ．ynu．acjp ／index．html
3） http：〃アokohamatlo ．cojp
4＞　httl）：〃www ・yuvec・org
5＞http：〃www ，kawasaki−net ．nejp ／compe ！daigaku！

　 http：〃www ．kawasaki−net ．ne ．jp！compe ！daigaku21

　 compe ．html

6）http ：！1www ．kawasaki −net ．nejp ！compe ／daigaku！

　 kekkaO309．htm
7）　htしp：〃www ．cba ．neu ．edu
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